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要  約 
 本稿では北欧福祉国家のデンマークにおける Covid-19 による子どもの「いのち・生活・発達の危機」の実態とそれに

対する発達支援の動向について検討してきた。デンマークは Covid-19 に対して柔軟かつ迅速な対応をとってきた。

また子どもをパンデミックの当事者として承認する姿勢も評価される。しかし、高度な福祉国家とされるデンマークに

おいてもパンデミックの影響は深刻であり、子どもの「いのち・生活・発達」が多様な困難に晒されていた。急激な学校

環境の変容や家庭でのオンライン学習により、多くの子どもが多様な不安や困難を抱え、とくに障害・疾病等の特別ニー

ズを有する子どもの抱える困難は深刻であることが明らかになった。子どもの声・ニーズを起点として学校教育・教師の

意義・役割が再評価され、課題が浮かび上がってきている。Long Covid 等の未検証の課題も含めて、今後も Covid-19
による子どもの「いのち・生活・発達の危機」の実態とそれに対する発達支援の動向について注視する必要がある。

とくに、コロナ禍における子どものセーフティーネットおよび子どもの成長・発達に不可欠な支援システムとしての学

校教育・教師・クラスメイトの意義・役割・機能についての検証は重要な課題である。 
キーワード：デンマーク、Covid-19、コロナ禍、子どもの「いのち・生活・発達の危機」、北欧福祉国家 

 

１．はじめに 

新型コロナウイルス感染症（以下、Covid-19）は、子

どもの成長・発達、生活・学習等に多大な影響を及ぼし

ている。感染症そのものへの不安・恐怖、常に自粛・我

慢を強いられる先行きの見えない生活の中での抑うつや

孤独・孤立、一斉休校によるストレスや登校に困難を感

じる子どもの増加、子どもの自殺者数の増加など、深刻

な影響がすでに顕在化しつつある（山野：2021、朝日新

聞：2021）。 
コロナ禍によって社会が急激に変わり、すべての人々

が不便・困難を強いられて「総障害者化」したとも表現

されるなか、「現場から声を吸いあげて、そこから組織全

体が絶えず学習して、そして適切できめ細やかな対応を

とっていく」ことの重要性が指摘されている（NHK：

2020）。こうした異常事態のなかで「感染対策」は「大人」

中心の体制維持が優先されがちであり、子ども当事者の

声・意見をもとに、子どもの「いのち・生活・発達の危

機」の実態とそれに対する発達支援のあり方について検

討していくことの意義は大きい。 
2020 年の感染拡大当初から世界的に学校閉鎖が実施

されるなか、学校給食やメンタルヘルスおよび心理社会

的支援といった学校を拠点とする子どもの発達やケアに

不可欠なサービスの混乱、「仲間との相互作用の喪失」や

「日常生活の混乱」によりストレスや不安を引き起こす

可能性が指摘されてきた（UNICEF：2021）。急激な社会

変化に伴う社会的孤立と子どもの急性ストレス障害・適

応障害・心的外傷後ストレス障害との関連も指摘される

（Loades ら：2020）。 
しばしば高度な福祉国家として取り上げられる北欧諸

国（スウェーデン、デンマーク、ノルウェー、フィンラ

ンド、アイスランド）もその例外ではない。これらの国々

は社会システム（社会保障・福祉、教育・特別ケア、医

療・公衆衛生）において類似性が高いが、Covid-19 によ

る感染者数やその対応等において差異がみられ、多様な

対策が手探りで実施されてきた。 
スウェーデンは北欧諸国のなかでも独自の対策を採用

し、例えば、ロックダウンや一律の学校閉鎖を行わない

ことで子どもの学習権の保障が図られたが、一方で感染

者数の増大を招いた（能田ほか：2021）。スウェーデンだ

けでなく、ノルウェー・フィンランドにおいてもパンデ
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ミックの影響は深刻で、子どもの生活や学びが多様な困

難に晒されているが、子どもの声を起点として教師・学

校教育の意義・役割も改めて浮かび上がってきている（髙

橋ほか：2022）。 
子どもが置かれている実態、その差異や共通性に基づ

いてコロナ禍拡大でもたらされる子どもの「いのち・生

活・発達の危機」の実態とそれに対する発達支援のあり

方について比較検討することは緊要な課題である。 
北欧諸国のなかでもデンマークは対応が迅速であり、

2021 年 9 月には感染症拡大防止のための制限措置を一旦

撤廃するに至った（2021 年 11 月末現在、本稿執筆時に

は再導入）。 
本稿では、能田ほか（2021）および髙橋ほか（2022）

の作業を継続して、北欧福祉国家のデンマークにおける

Covid-19 による子どもの「いのち・生活・発達の危機」

の実態とそれに対する発達支援の動向について検討する。 
 

２．デンマークにおけるコロナ禍と子どもの

「いのち・生活・発達の危機」の実態と発

達支援の動向 

2.1 デンマークの Covid-19 の感染動向 

デンマークでは2020年2月27に最初の感染が確認され、

ヨーロッパで 2 か国目となるロックダウンを宣言した。 
3 月 11 日にフレデリクセン首相によって感染対策・制

限が発表され、全ての高校・大学・図書館・屋内文化施設

等がまず 2 週間閉鎖され、3 月 16 日からは全ての国民学

校・保育所等が 2 週間閉鎖された。Covid-19 に対する高

齢者の脆弱性のため、祖父母は孫等とは接触しないことな

どが推奨された。3 月 18 日からさらに多くの制限が有効

になり、10 人以上を公共の場で集めることは違法になり、

全てのショッピングセンター・店舗が閉鎖された。この時、

政府は「共同責任」と「コミュニティ精神」という 2 つの

意味合いを持つ「samfundssind」という言葉を提示し、

国民に実践するよう求めた。 
 第一波の特徴は感染者に比して死者数が多いことであっ

た（図 1）。第一波の抑制は早くに成功したが、他の国々と

同様に感染拡大と抑制を繰り返してきている。 
2021 年 9 月、デンマークは全ての Covid-19 関連の制

限を解除し、EU でパンデミック以前の日常生活を取り戻

した最初の国家となった。濃厚接触者となった子どもが学

校を休む必要性やマスク着用義務もなくなった。 
デンマークの保健当局はワクチン接種率が高く重症化

や死亡者の発生率が低いため、ウイルスが「もはや社会に

とって重大な脅威ではない」と宣言している。デンマーク

では一貫して情報の一元化がなされ、国民の政府への信頼

度が高いことに加え、子どもへの記者会見なども含めて、

子どもも社会の一員であるという姿勢、学校再開までのプ

ロセスの成功事例も評価されている。 
しかし、2021 年 9 月中旬には 200 人強だった 1 日あた

りの新規感染者数は、11 月上旬に 2300 人前後を記録する

ようになり、「防疫パス」が再導入されることとなった。

本稿執筆時（2021 年 11 月末現在）、隣国ドイツも過去最

多となる劇的な感染第 4 波に見舞われており、ヨーロッパ

では再拡大が深刻化しつつある。デンマーク（人口約 580
万）では 434,798 人の感染と 2,786 人の死亡が確認され

ている（2021 年 11 月 19 日現在）（図１）。 
 

 
図１ デンマークにおける感染拡大の推移（WHO） 

2021 年 11 月 19 日現在 

（https://covid19.who.int/region/euro/country/dk） 

 
2.2 デンマークのコロナ禍における学校教育

の動向 

 2020 年 3 月 13 日に全ての教育機関が閉鎖され、デイ

ケアも 3 月 16 日から封鎖された。高等教育機関も含め

て学校教育はオンライン体制に移行した。3 月 23 日には

2 週間の延長が発表された。この時、教育大臣は子ども・

保護者・教師へのメッセージを欠かさなかった。「子ども

のためにしっかりと努力しているすべてのスタッフに

深く感銘をうけている」と発信した（BØRNE- OG 
UNDERVISNINGSMINISTERIET：2020a）。 
首相は子ども記者会見も実施し、「Ultra Nyt（9〜14 歳

の子ども向けのニュース番組）」で子ども達の疑問に回答

した（DR：2020）。ノルウェーが先駆けて行った子ども

記者会見に倣っているが、フレデリクセン首相は若者に

向けても丁寧に発信をしている。動画を通じて、多くの

機会を失い我慢を重ねている若者たちに対して、深い共
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感を示しながら、市民としての責任を果たしていること

への感謝のメッセージが伝えられた。お互いを守ること

で若者も含めてまさにいま新たなデンマークの歴史を作っ

ていること、誰もが互いにしっかりつながったコミュニ

ティの一員であることを強調した（写真１）。首相らによ

るこうした情報発信は、子ども・若者をパンデミックの

当事者として社会的に承認する姿勢として評価される。 

 

写真１ 若者に語りかけるメッテ・フレデリクセン首相 

（https://www.youtube.com/watch?v=IKK4m5br-6g より） 

 
その後、デンマークは欧州でいち早く学校再開に踏み

切った。感染者の減少などを受け、外出制限導入から約

一カ月後の 2020 年 4 月 15 日に保育園や小学校を再開

させた。とくに家庭学習が難しいとの理由で年少児が優

先された。1 教室に子ども 10 人強までとし、机は 2 メー

トル以上の間隔、運動場の利用も 4 人のグループが指定

され、登校時間もずらす対応を行った。「大好きな友人を

ハグできない」等、以前とは異なる学校生活に戸惑いの

声も聞かれた（BBC：2020）。第 2 段階として 5 月 18 日

には 6 年生以上の生徒も登校可能となった。 
 感染の不安から登校を拒む保護者も続出した。

Facebook で「Mit barn skal ikke være forsøgskanin for 
covid-19（私の子どもはコロナのモルモットではない）」

と題したグループページが作成され、一時は約 4 万人が

登録した（2021 年 11 月 22 日現在は 34,818 名に減少）。 
 こうした保護者の反応もあり、学校再開後も多くの子

どもたちは遠隔教育を受けている状況が続いたが、それ

が学力的にも社会的にも大きな課題を生む可能性があ

るために教育大臣は遠隔教育の質を強化するためのイ

ニシアチブを提示した。ここでは子ども達の「社会的剥

奪」を問題としたことが特徴である（BØRNE-OG 
UNDERVISNINGSMINISTERIET：2020b）。 
 教育省と全国保健委員会が協力して作成された学校に

おける感染対策ガイドラインは 2020 年 6 月 19 日に公

開され、2020 年 8 月 1 日から適用されたが、ガイドラ

インは現在も改訂が重ねられ続けている（BØRNE-OG 
UNDERVISNINGSMINISTERIET：2020c）。 
教育大臣が、学校教育分野のコロナ危機に伴う教育活

動や日常生活における多様な経験を丁寧に記録していく

ことの必要性を強調していることも重要な動きである。

パンデミックによる危機が学校における緊急医療的対応、

学校閉鎖、遊びと学習のための新しいフレームワーク、

保護者とのコラボレーション、新しいデジタル学習方法

等の様々な影響をもたらしていることが理由である。

（BØRNE-OG UNDERVISNINGSMINISTERIET：

2020d）。 
2020 年夏にいったんは通常通りの教育対応に戻った

デンマークでは政府と「デンマーク教師連合」が協力体

制をとった（英国教師組合の場合は政府に対するストラ

イキの姿勢も辞さなかった）。デンマーク教師連合副会長

のドルテ・ランゲは「デンマークでの学校再開の成功は

政府と教師組合の間の協力によるものであり、常にコミュ

ニケーションを取り、教職員の懸念に早い段階で対処し

た」と述べている（CBC：2020）。 
その後、第 2 波に対して 2020 年 12 月 25 日からは再

度の学校閉鎖を含むロックダウンが導入されたものの、

独自の「コロナパス」の導入などの積極的対応がなされ

た。2021 年 2 月から徐々に学校が再開していくが、欧州

委員会・共同研究センター（JRC）の報告書から、デン

マークにおける学校教育対応の局面を整理すると表１の

通りである（JRC：2021）。 
 

表１ デンマークの学校教育対応の局面 
 

概   要  

フェーズ１ 
2020 年 3 月 11 日 教育機関の閉鎖発

表 子どもの 10％が必要なオンライン

情報にアクセスしづらい課題があった。 

フェーズ２ 
2020 年 4 月中旬 段階的な学校再開  
29.5%の子どもは学校を行くことにネ

ガティブな印象を持っていた。 

フェーズ３ 

2020 年 12 月 国内のクラスター増加 

最大の感染者数を出した時期であり、学

校やデイケアセンターも含め、再度閉

鎖。子どもたちの感染不安、教師らの職

場環境への不安も増加。 

フェーズ４ 2021 年 2 月 徐々に学校再開 
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2021 年 9 月にコロナ規制が解除されると、濃厚接触

者となった子どもが学校を休む必要性やマスク着用義務

もなくなった。しかし 2021 年 11 月現在、学校での感染

拡大のなかで再び岐路に立たされている。学校の感染は

過去最高レベルとなり、11 月 19 日の報道でソロ、ヘア

レウ、フレデリクスンド、オーデンセ、フレデリクスベ

ア、コペンハーゲン、ゲントフテの 7 つの学校でクラス

ターが発生して閉鎖に至っている（The Local Denmark：
2021a）。 

WHO ヨーロッパ支部は 2021 年 10 月 29 日に、再度

コロナ規制が実施された場合でも学校閉鎖は最後の選択

肢として強調している。WHO ヨーロッパ地域ディレク

ターのハンス・アンリ・P・クルーゲは「昨年の広範囲に

わたる学校の閉鎖は何百万人もの子どもや青年の教育を

混乱させ、とくに子どもたちの精神的および社会的幸福

に害を及ぼした。同じ過ちを繰り返すことはできない」

と言及しており（WHO：2021）、パンデミック当初のよ

うに強力な学校閉鎖は行われない可能性が高いものの、

2021 年冬の見通しは立っていない。 
 
2.3 子どもの「いのち・生活・発達の危機」の

動向 

デンマークにおける 0 歳から 9 歳までの感染者数は

2021 年 6 月 15 日の段階で約 21,000 人、10～19 歳にお

いては 47,000 人を超えている（statista：2021）（図 2）。 
 

図２ デンマークにおける症例数、年齢および性別 

（https://www.statista.com/statistics/1103966/numb

er-of-coronavirus-covid-19-cases-in-denmark-by- 

age-and-gender/より） 

 

子どもの死者も発生している。2021 年 2 月に 1 人、

2021 年 7 月に詳細は不明であるものの基礎疾患のある

5 歳の子ども 1 人が亡くなっている（TV 2 Lorry：2021）
（Berlingske：2021）。現在の第 5 波での特徴は子ども

の感染者数が多いことである。デンマーク国家血清研究

所（SSI）の 2021 年 11 月上旬のレポートでは感染率は

ワクチン未接種の若者（12〜19 歳）と学童（6〜11 歳）

で最も高くなっている。Covid-19 により入院したデン

マークの子どもの数は 89 人である。子どもが深刻な症状

になることは稀であるが、全体の感染者数が多くなれば

そのケースも増加するとオーフス大学公衆衛生学部のク

リスチャン・モーバーグ・ウェイゼ教授は危惧している

（The Local Denmark：2021b）。 
感染した子どものなかには感染から 15 カ月、20 カ月

経過しても、めまい・息切れ・頭痛・吐き気・記憶障害

等の後遺症を抱える場合があることがスウェーデンで

報告されている（Föreningen Covid19, Skola & Barn）。
これは日本においても問題となっているが、正確な実態

はつかめていない（毎日新聞：2021）。 
メンタルヘルスへの影響も見逃せない課題であり、急

激な社会変化に伴う社会的孤立と子どもの急性ストレス

障害、適応障害、心的外傷後ストレス障害との関連も指

摘される（Loades ら：2020）。2020 年の学校閉鎖や社会

的孤立の影響に関する研究が行われているが、例えば

Specht ら（2021）は「自宅軟禁」状態が子どもの感情的

行動機能（Emotional-Behavioral Functioning）に悪影

響を与える傾向があることなどを明らかにしている。 
デンマークの子どもの権利擁護団体 Børns Vilkår の

発信も重要である。パンデミック下においてすべての大

人が、子ども・若者や脆弱な立場にある人々に特別な注

意を払う特別な責任があること、子どもの懸念に耳を傾

け、事実について丁寧に対話することの重要さを強調し

ている。『デンマークの子どもたちの失望』と題された報

告書の結論はまさにパンデミックによって特徴づけられ

ていた。2020 年の 5 万 2,700 回に及ぶ「子ども電話

BørneTelefonen」において、子ども・若者が失望・不満・

孤独・親との関係などについて連絡してきていた。閉鎖

期間中に孤独を感じる子ども・若者が増加し、コミュニ

ティの一員としての前向きな感覚を得ることが重要であ

ることが指摘された（Børns Vilkår：2021）。 
同報告書によれば、パンデミック以前から何らかの「失

望」を感じていた子ども・若者が特により大きな打撃を

受けており、被虐待、家庭内紛争・離婚家庭、薬物乱用
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の課題を抱えている家族の子どもたちが大きな影響を受

けている。学校においてはコミュニティ・帰属意識を再

構築するためのリソースを積極的に割り当てることが必

要と指摘している。また、ソーシャルワーカーの 55％が

困難・脆弱な子ども・若者との接触が減少しており、危

機感を募らせていた（Børns Vilkår：2021）。 
 
2.4 障害・疾病等の特別ニーズを有する子ども

への対応 

2020 年 3 月 13 日に教育機関の閉鎖が始まり、デイケ

アも 3 月 16 日に封鎖、高等教育機関も含めて学校教育

はオンライン体制への移行が判断されたが、以下の子ど

も・若者についてはオンライン・遠隔授業ではなく、対

面授業での教育の実施が指示された。 
①社会上、教育上、または治療の必要性、家庭の状態

によって支援が必要とされる子ども・若者。  
②国民学校法 11 章 a によれば、特定の住宅地（全体

の約 30％）に住んでいる子どもや就学前クラスの子

どもは言語テストに合格する必要があるため、そう

した言語テストを受検する必要がある子ども・若者。 
③ 寄宿学校などに在籍し、両親がグリーンランド、

フェロー諸島、または海外に居住している子ども・

若者、家庭の状態により帰国しなかったり、そうし

た選択肢のない子ども・若者。 
④限られた範囲で試験に参加しなければならない子ど

も・若者。 
こうしたグループとその支援については政府与野党の

合意・政策協定があり、対応がなされた。Covid-19 が社会

的不利な立場にある子どもや大人、障害を持つ人々にさら

なる課題をもたらしており、社会的孤立や変化した日常生

活を乗り越えるのに特に困難を感じていることから対策の

パッケージ・財政的支援を決定した。具体的には、アルコー

ルや薬物乱用者の家族であるなどの脆弱な子ども・若者の

特別支援 1 億 3,100 万デンマーククローネ、ホームレス・

暴力被害者・薬物依存症者・精神疾患当事者などの脆弱な

成人のための強化された取り組み 3,760 万デンマークク

ローネ、障害者の孤立問題 3,570 万デンマーククローネで

ある（BØRNE- OG UNDERVISNINGSMINISTERIET：
2020e）。 
さらに 2021 年 2 月 3 日に議会での支援継続が決定し、

新たに 2,700 万クローネの援助パッケージが定められた

（パンデミック下で孤立している障害のある市民の課題

解決支援を含む）。 

左派政党・赤緑連合（RGA）の Pernille Skipper 氏は

以下のように述べている。「コロナは私たちの社会におけ

る不平等を拡大させた。社会が閉鎖され、感染を制限し

なければならない場合、困難を抱えている人々はさらに

試練を受ける。そして今、多くの脆弱な子どもや若者の

状況がさらに悪化している。私たちは社会で最も脆弱な

人々に特別な手を差し伸べており、学校やレジャープロ

グラムが閉鎖されている場合でも、子どもとその家族を

助けるために大人がいることを確認する必要がある」。

こうしたなかで障害者団体支援として、デンマークの障

害者統括団体に 350 万デンマーククローネ、聴覚障害者

協会に 100万デンマーククローネ等の支援が決定された

（SOCIAL- OG ÆLDREMINISTERIET：2021）。 
さて前述のように、2020 年前半において障害・特別な

ニーズを有する子どもの教育は遠隔学習・ホームスクー

リングではなく、対面授業で実施されていた。例えば

コアセーにある知的障害・発達障害を有する子どもが在

籍する Storebæltskolen では校長の Benjamin Ejlertsen
が 3～5 人の子どもを学校に通わせていた。「学校に行く

ことが子どもの最善の利益であると信じるなら授業が実

施されなくてはならない」「教師として仕事をするならば、

まずは子どもに対して直接教えることを期待しています」

とも述べており、学校で教師が子どもと向き合うことの

重要さが強調された。 
2020 年 12 月 21 日、感染拡大に伴って再度学校閉鎖と

遠隔学習・ホームスクーリングが実施されたが、特別学

校・特別学級などの子どもやホームスクーリングが困難

な子どもについては対面授業の実施が指示された。特別

学校は学校を開いたままにしており、子ども・保護者・

教職員のために安全な学校づくりに成功している。 
なお学校長協会（Skolelederforeningen）は、特別学校

がより安全な組織を作る機会を持てるような柔軟性を取

り入れるべきであることを強調し、2021 年 1 月に特別

学校でもオンライン授業を導入することを進めるガイド

ライン作成を実施した（Skolelederforeningen：2021）。 
  
2.5 コロナ禍に対する子どもの声・意見 

コロナ禍における子どもの意見として、学校再開当時

に以前とは異なる学校生活への戸惑いの声が聴かれた。

コペンハーゲンの Ålholm 基礎学校の Saida Sey 君（5 年

生）は「封鎖が退屈だったので 4 月に学校を再開したこ

とを嬉しく思っている」「また友達と話したり、サッカー

をしたりするのは本当に楽しいです」「学校が始まったと
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き、ウイルスはまだ拡大しており、本当に大変だった。

それについて考えるのをやめることはできません」、

Jeppe Rank Gjerulff 君（5 年生）は「緊張していたこと

を思い出します。誰もコロナが何であるかを知らなかっ

たので、私は少し怖かったです」とインタビューに答え

ている（CBC：2020）。 
Børns Vilkår の「子ども電話 BørneTelefonen」には

2020 年を通して深刻な声が届けられていた。 
＊「どうしたらいいのかわからない。今は家に閉じこ

もって 66 日目。寂しいので今の状況は控えめに

言っても嫌」（12 歳女児）。 
＊「問題はコロナで本当に孤独を感じることです。家

には父しかいません、一緒にいるのはかなり気分が

悪いです。毎日喧嘩をしています」（14 歳女児）。 
＊「昨日、私は母の前で完全に壊れてしまいました。

母は何が問題なのかを尋ねてきましたが、説明する

ことはできません。問題はあまりにも多く、過去に

とても簡単だったことでも、今とても多くのエネル

ギーを必要とします。私は人と一緒にいたいという

欲求を失いました。学校にも意味を見つけることが

できません。ただ泣きたい。そんな自分について本

当に気分が悪いです」（14 歳女児）。 
＊「私はとても孤独になり始めています。学校での問

題に加えて、家庭でも問題を抱えています。コロナ

のせいで父は解雇され、新しい服を買うことができ

ず、外に出て友達と食事をすることもできません。

コミュニティからさらに遠ざけられています」（13
歳男児）。 

Danske Skoleelever というデンマークの国民学校の

子どもを構成メンバーとする団体も、積極的に情報発信

を続けてきた（Danske Skoleelever：2021）（写真 2）。

Danske Skoleelever 代表の Mikkelsen さんは子どもの

声を発信する中心的な役割を担っている。例えば、学校

閉鎖のさらなる延長が余儀なくされた際に「毎日先生に

会う権利はどこにあるのだろうか？ 1 対 1 の会話など、

先生と生徒の良好な関係を維持する権利はどこにあるの

だろうか？」などの意見を発信した（Mikkelsen, Mille 
Borgen：2020）。 

 

３．おわりに 

本稿では北欧福祉国家のデンマークにおける Covid-19
による子どもの「いのち・生活・発達の危機」の実態と

それに対する発達支援の動向について検討してきた。 

 
写真２ Danske Skoleelever の学校議会の様子 

（http://skoleelever.dk/より） 

 
デンマークは Covid-19 に対して柔軟かつ迅速な対応

をとってきた。特に学校教育対応において政府当局と教

師組合との積極的対話が有効な結果をもたらしている。

また子どもをパンデミックの当事者として承認する姿勢

も評価される。 
高度な福祉国家とされるデンマークにおいてもパンデ

ミックの影響は深刻であり、子どもの「いのち・生活・

発達」が多様な困難に晒されていた。急激な学校環境の

変容や家庭でのオンライン学習により、多くの子どもが

多様な不安や困難を抱え、とくに障害・疾病等の特別ニー

ズを有する子どもの抱える困難は深刻であることが明ら

かになった。 
なお、子どもの声・ニーズを起点として学校教育・教

師の意義・役割が再評価され、課題が浮かび上がってき

ている。例えば、スウェーデンの教育学者の Bergdahl ら
（2020）はパンデミックが子どもにもたらす社会的孤

立・精神的傷つき等に対して、教師の果たす重要な意義・

役割が過小評価されてはならないこと、学校教育におけ

るルーティンが子どもの心理的安定を促進する上でも大

きな機能を有していることを強調している。また

Sjögren ら（2021）も、教育はパンデミックによって引

き起こされた人的資本開発の喪失を補う上で重要な任務

を負っていると指摘している。 
北欧諸国ではコロナ禍による子どもの「いのち・生活・

発達の危機」に係る研究が増えている。フィンランドに

おけるパンデミック下での燃え尽き症候群、子どもの社

会感情的スキルや学びのウェルビーイングへの影響に関
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する研究では（Salmela-Aro：2021）、孤独感の増加、

帰属意識の低下、アカデミックウェルビーイングの低下

等が示されている。 
ノルウェーにおいては Saxvig ら（2021）が学校封鎖

中の生活環境が睡眠に与えた影響についての高校生調査

を行い、就寝時間の遅さがパンデミック以前との顕著な

差として指摘されるが、同時に睡眠時間が増加している

ことがパンデミックによる社会的制限の有害な側面に対

するある程度の保護を提供したと肯定的に分析されてい

る。睡眠確保はアイスランドの調査においてもメンタル

ヘルスのポジティブな要因となることが指摘されている

（Halldorsdottir ら：2021）。 
現在、北欧諸国だけでなく、ヨーロッパではドイツや

東欧諸国などで感染の再拡大が起きてきている。Long 
Covid 等の未検証の課題も含めて、今後も Covid-19 によ

る子どもの「いのち・生活・発達の危機」の実態とそれ

に対する発達支援の動向について注視する必要がある。

とくに、コロナ禍における子どものセーフティーネット

および子どもの成長・発達に不可欠な支援システムとし

ての学校教育・教師・クラスメイトの意義・役割・機能

についての検証は重要な課題である。 
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